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(9)研 究成果の概要

近年、良性あるいは悪性腫瘍細 胞においてゲノム刷 り込み現象の弛緩が報 告されてい

る。刷 り込みを受ける遺伝子群は発生、成長に関わるもの、また癌抑制遺伝子も含まれ

ており、これ らが腫瘍細胞の異常な発育の一因となっている可能性がある。各種疾患に

関わる成長因子 として注 目される∫GE2は刷 り込み 遺伝子群の一つ であ り、正常では父性

片アレル発現 しかしない。我 々は今回、婦人科悪性腫瘍細胞株における同遺伝子の刷 り

込み弛緩現象 と過剰発現を解析 した。

19の 腫瘍細胞株 、及 び66の 摘出術後組織 検体 を対象に、κ〒E2のア レル特 異的発現 を、

同遺伝子の3'非 翻 訳領域4ρ31制 限酵 素多型 を用い て検索 した。 細胞株では、情報が得

られたものが4株(子 宮 頚癌2株 、子宮体癌1株 、卵巣癌1株)で あ り、 うち卵 巣癌株 を除

く3株に刷 り込み弛 緩現象 が見 られ た。摘 出術後組織では23検 体 に情報 が得 られ、 うち

刷 り込み弛緩現象を認めたのは5検 体であ った(子 宮頚癌2例 中2例 、子宮体癌5例 中1例 、

卵巣癌16例 中2例)。

さらに、∬(}E2の発現量 を半定量的RT-PCRに て解析 した。 βア クチンを内部 コン トロー

ルとしてRT-PCR産 物発 現 量 をデ ンシ トメ ー ターに て比較 した。健常組織に比 して、刷

り込み弛緩現象を認めた検体では全例∫σ翅の過剰発現を認め、また制限酵素多型で情報

を得 られなかった例でも過剰発現を認めた(子 宮頚癌14例 中3例 、子宮体 癌11例 中3例 、

卵巣癌18例 中5例).す なわ ち、検索 し得なか った刷 り込み現象の存在が示唆された。

婦人科悪性腫瘍細胞においても、∫OE2の 過剰発現 が見 られ、腫瘍発生機 序に関わる可

能性を示した。
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